
成
多
数
、
反
対
：
沖
永
明
久

議
員
、
安
海
の
ぞ
み
議
員)

の

議
員
提
出
議
案
２
件
を
提
案

し
、
可
決
頂
き
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
の
提
案
に
至

っ
た
経
緯
は
、
予
算
や
事
業

の
執
行
権
を
持
た
な
い
私
た

ち
議
員
が
、
何
を
な
せ
ば
市

民
が
求
め
る
市
政
運
営
に
寄

     「
期
末
手
当
削
減
」「
コ
ロ
ナ
基
金
」

　
　 

「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」を
提
言

■発行者
立野台３－１５－１
座間市議会
自民党・いさま議員団
団長 京免 康彦
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令
和
２
年
９
月
に
座
間
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
新
た
な
会
派
構
成
が
決
定
致
し
ま
し
た
（
裏
面
に
メ
ン
バ
ー
紹
介
）。

10
月
16
日
の
令
和
２
年
第
１
回
臨
時
会
で
は
様
々
な
役
職
が
決
定
し
、
11
月
26
日
か
ら
12
月
18
日
に
開
か
れ
た
令
和
２
年
第

４
回
定
例
会
で
は 

、
新
し
い
議
会
体
制
の
も
と
、
我
々
は
今
期
も
是
々
非
々
の
姿
勢
で
議
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
第
４
回
定
例
会
の

初
日
に
即
決
議
案
と
し
て
『
自

民
党
・
い
さ
ま
』
か
ら
、「
座

間
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」（
賛
成

多
数
、
反
対
：
沖
永
明
久
議
員
）

並
び
に
「
座
間
市
基
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」(

賛

与
で
き
る
の
か
を
考
え
、
影
響

が
長
期
化
し
て
い
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
（
以

下
、
コ
ロ
ナ
対
策
）
に
係
る
財

源
を
担
保
す
る
た
め
の
基
金
を

新
た
に
創
設
し
、
議
員
の
期
末

手
当
を
10
％
削
減
し
た
う
え
で

コ
ロ
ナ
対
策
に
使
途
を
限
定
し

活
用
頂
く
た
め
の
手
続
き
を
と

る
こ
と
が
、
我
々
の
立
場
で
出

来
う
る
最
良
の
手
段
で
あ
る
と

判
断
し
た
次
第
で
す
。

　

10
月
に
行
わ
れ
た
令
和
２
年

第
１
回
臨
時
会
に
お
い
て
市
長

か
ら
提
出
さ
れ
た
、
座
間
市
常

勤
特
別
職
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
市
長
給
与
20
％
削
減
）
に

は
反
対
し
、
条
例
案
を
否
決
致

し
ま
し
た
。
私
た
ち『
自
民
党
・

い
さ
ま
』
が
反
対
を
し
た
主
な

理
由
は
、
市
長
就
任
会
見
の
場

で
記
者
か
ら
の
「
市
長
給
与
20

％
削
減
に
つ
い
て
、
実
現
す
る

よ
う
に
市
議
会
と
も
話
し
合
い

な
が
ら
や
っ
て
い
く
の
か
」
と

の
質
問
に
、
市
長
は
「
は
い
」

と
応
じ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

就
任
し
て
か
ら
臨
時
会
が
始
ま

る
ま
で
、
２
週
間
以
上
の
十
分

な
期
間
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
残
念
な
が
ら
話
し
合
い

の
場
を
設
け
ら
れ
る
こ
と
は
な

く
、
議
会
を
軽
視
し
た
対
応
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
時
の
条
例
改
正
案

は
、
市
長
の
み
給
与
を
削
減
す

る
提
案
と
な
っ
て
お
り
、
可
決

さ
れ
れ
ば
市
長
給
与
が
当
時
は

不
在
で
あ
っ
た
副
市
長
給
与
を

下
回
る
こ
と
と
な
り
、
さ
ら
に

他
の
常
勤
特
別
職
職
員
で
あ
る

教
育
長
や
公
営
企
業
管
理
者
と

の
話
し
合
い
に
つ
い
て
も
丁
寧

さ
を
欠
く
な
ど
、
市
長
の
政
治

姿
勢(

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス)

と

断
じ
ざ
る
を
得
ず
、
加
え
て
本

来
の
目
的
で
あ
る
べ
き
コ
ロ
ナ

対
策
事
業
の
充
当
先
も
検
討
さ

れ
て
い
な
い
等
の
理
由
か
ら
反

対
致
し
ま
し
た
。

　

そ
の
際
の
反
対
討
論
で
は
、

自
民
党
・
い
さ
ま
は
令
和
２
年

第
２
回
定
例
会
当
時
に
も
提
案

を
模
索
し
た
議
員
自
ら
身
を
切

る
具
体
的
提
案
（
当
時
は
選
挙

前
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
み
ら

れ
る
た
め
改
選
後
の
検
討
課
題

と
し
た
）
に
つ
い
て
も
、
早
い

時
期
に
提
案
す
る
こ
と
を
宣
誓

し
て
お
り
、
こ
う
し
た
経
緯
か

　

今
定
例
会
で
は
11
月
６
日
号

の
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
に
寄
稿
し

た
（
上
写
真
）、
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
発
行
に
伴
う
補
正

予
算
を
含
む
議
案
が
上
程
さ
れ

ま
し
た
。

　
『
自
民
党
・
い
さ
ま
』
の
緊

急
政
策
提
言
が
実
現
の
呼
び
水

と
な
っ
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
対
策
と
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
を
受
け
た
市
内
経
済
の
活

性
化
と
地
域
に
お
け
る
消
費
喚

起
を
目
的
と
し
た
事
業
で
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
こ
の
事
業
を
実

施
す
る
た
め
、
今
回
の
補
正
予

算
で
は
２
億
４
千
８
百
万
円
余

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

具
体
的
内
容
は
、
プ
レ
ミ

ア
ム
率
は
43
％
で
、
７
千
円

で
１
万
円
分
、
１
人
５
冊
ま

で
購
入
が
出
来
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
１
冊
が
５
０
０

円
券
20
枚
つ
づ
り
と
さ
れ
て
い

て
、
全
加
盟
店
で
使
用
可
能
な

共
通
券
15
枚
、
中
小
規
模
店
舗

の
専
用
券
５
枚
を
予
定
。 

合

計
６
万
冊
を
発
行
し
額
面
総
額

は
６
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
既
に
始
ま
っ
て
お
り
、
応

募
多
数
の
場
合
は
市
民
優
先
で

抽
選
を
行
う
と
の
こ
と
で
す
。

な
お
利
用
期
間
は
２
月
15
日
か

ら
３
月
14
日
ま
で
と
さ
れ
、
応

募
多
数
の
場
合
は
市
民
優
先
で

抽
選
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
私
た
ち
の
も
と

に
も
実
現
を
求
め
る
声
が
多
く

届
い
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
規

模
と
し
て
６
億
円
を
超
え
る
経

済
効
果
が
短
期
間
で
期
待
で
き

る
点
な
ど
、
歓
迎
す
べ
き
事
業

提
案
で
あ
り
ま
す
が
、
商
品
券

の
利
用
期
間
が
約
一
か
月
と
設

定
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て

は
、再
考
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

本
補
正
予
算
の
提
案
前
に

は
、
政
府
に
よ
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
分
科
会
か

ら
、
感
染
の
急
拡
大
を
受
け
、

人
の
往
来
を
な
る
べ
く
控
え
る

こ
と
や
酒
類
を
提
供
す
る
飲
食

店
の
営
業
時
間
短
縮
の
検
討
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
提
言
な
ど
も

あ
り
、
刻
々
と
変
化
し
て
い
る

状
況
に
配
慮
し
た
柔
軟
な
対
応

を
求
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
年

明
け
に
は
本
市
を
含
む
一
都
三

県
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ

れ
、
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
大
き

く
受
け
る
次
年
度
の
財
政
状
況

に
つ
い
て
、
当
局
の
見
解
は
約

13
億
円
の
市
税
収
入
の
減
収
を

見
込
ん
で
い
る
と
の
事
か
ら
、

ら
令
和
２
年
第
４
回
定
例
会
で

の
提
案
と
な
っ
た
次
第
で
す
。

　

議
員
報
酬
の
期
末
手
当
削
減

分
と
、
改
め
て
提
出
さ
れ
た
市

長
含
む
４
名
の
常
勤
特
別
職
職

員
の
給
与
削
減
分
を
合
わ
せ

て
、私
た
ち
か
ら
提
出
し
た「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
基
金
」
に
繰
り
入
れ
る
補
正

予
算
が
計
上
さ
れ
、
今
後
の
コ

ロ
ナ
対
策
も
注
視
し
て
ま
い
り

ま
す
。

国
や
県
か
ら
の
補
助
を
可
能
な

限
り
財
源
に
充
当
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
に
加
え
、
国
の
第
三

次
補
正
予
算
で
財
源
と
出
来
る

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が
増
額

さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
事
業
を
同
交
付
金
の
充

当
先
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
点
な
ど
を
改
め
て
指
摘
し
、

次
年
度
財
政
へ
の
負
担
軽
減
化

の
提
案
を
し
た
次
第
で
す
。

　

引
き
続
き
、
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
年
度
間
を
ま
た
ぐ
活

用
に
よ
る
次
年
度
一
般
会
計
へ

の
負
担
軽
減
化
と
、
商
品
券
利

用
期
間
の
延
期
・
拡
大
を
求
め

て
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
基
金
を
創
設

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
に
つ
い
て

　
　
　    

実
施
期
間
の
柔
軟
な
対
応
を
求
め
る

  

市
長
給
与
減

    

臨
時
会
で
は
反
対

定例会の内容は録画中継
で確認できます

令和 3 年第 1 回定例議会日程表

2月19日（金）開会・提案説明
  　 22日（月）総括質疑
　   26日（月）一般質問

3月   1日（月）一般質問
　　  2日（火）一般質問
　　22日（月）討論・採決・閉会

各常任委員会の開催日

　予算決算：2 月 22 日 ( 月）、3 月 16 日（火）
　企画総務：3 月   4 日（木）、   9 日（火）
　民生教育：3 月   5 日（金）、 10 日（水）
　都市環境：3 月   8 日（月）、12 日（金）



令和２年 度 新 規 要 望 事 項 昨年11月４日、市民の皆様からの要望を踏まえて『自民党・いさま』から市長へ新規予算・
施策要望書を提出しました。

＊その他、「行政改革の推進」、「広域行政の推進」、「医療・福
祉」、「教育」、「基地政策」、「産業の育成」、「消防・防災・防犯

（安全・安心なまちづくり）」、「その他」の各項目は次号以降
の掲載とさせて頂きます。

歩行者の安全対策
▽市道38号線の歩行者安全対策（栗原中央5-24一方通行）
▽市道11号線（入谷西3-4-22付近から同3-32-11付近）へ
の横断歩道設置
▽座間市1丁目3145-1前　小学校通学路の歩行者安全対
策
防犯灯・道路照明灯の設置
▽市道栗原中央1号線起点付近（栗原中央1-35-5前）
▽市道栗原中央2号線起点付近
▽市道16号線起点から市道11号線間
▽市道東原16号線終点付近角（東原2-12-57）
▽市道60号線　南栗原2-5-31-1付近
公園・広場の整備
▽座間市民球場、新田宿グランド等の、少年スポーツ団への
貸し出し（成人団体等の使用がない日程など、子供たちがス
ポーツを楽しめる環境整備）
▽座間1－3子供広場（座間不動尊広場）西側フェンス補修　
▽ 座間公園の樹木剪定（座間1丁目3486－3313の住宅地
裏付近）
▽スケートパークの設置
▽芹沢公園第1工区から第4工区にかけて、雨避け用テラス
の設置
▽バスケットボールを愛する市民のため、3on3など身近に
バスケットボールが楽しめる環境の整備
都市計画
▽座間駅周辺の都市計画（用途地域）の見直し
▽座間駅西口の再開発

道路の整備・狭隘道路の整備
▽市道13号線（ひばりが丘5丁目地区区間）の街路樹整備
▽近隣市及び県と連携した大塚本町交差点を起因とする渋
滞対策（押しボタン式
歩行者信号機の設置）
▽コストコ座間店への交通集中に伴う、市道13号線など周
辺道路への渋滞対策

（繁忙期の臨時駐車場の設置など企業に対する指導等）
▽市道38号線の渋滞対策
▽市道38号線と国道246号線が交差する（文化センター入
り口信号）の改良
▽市道東原15号線の側溝整備
▽西栗原地域の脆弱な雨水施設、公共下水道雨水管整備促
進
▽座架依橋手前の朝夕通勤時間帯の農道からの侵入規制・
調査
▽市道栗原40号線の冠水対策
▽新田宿442（消防団第5分団第1部器具置場兼待機所）南側
道路の冠水対策
▽歩行者利用が極少の市道座間21号線路側帯の撤去
▽相模川左岸幹線用水路沿い市道座間32号線（市道座間
138号線堰の橋～市道
座間90号線間）土手部分への防草シート施工もしくは定期
的草刈り
▽座間1-3385-3付近の側溝の交換
▽市道59号線床板化の整備（南栗原1-13-50付近）
▽栗原中央3-14-3付近の浸水対策

髙波　貴志
☎ 090-7213-9299

・
民
生
教
育
常
任
委
員
会
副
委
員

長・
議
会
報
告
会
開
催
委
員
会
委
員

・
国
保
運
営
協
議
会
委
員

内藤　幸男
☎ 216‐8083

・
都
市
環
境
常
任
委
員
会
委
員
長

・
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
検
討
委
員
会

委
員
長

・
高
座
清
掃
施
設
組
合
議
会
議
員

・
都
市
計
画
審
議
会
委
員

清水　剛
☎090-9837-5486

・
民
生
教
育
常
任
委
員
会
委
員

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
副
委

員
長

　

議
会
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
る
こ
の
時
期
に
、
最
大
会
派
『
自
民
党
・
い
さ
ま
』
の

幹
事
長
、
さ
ら
に
は
議
会
運
営
委
員
長
を
拝
命
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

二
元
代
表
制
の
一
角
を
担
う
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
再
確
認
し
、
市
民
の
皆
様
に
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
、
衆
議
院
議
員
秘
書
と
し
て
12
年
、
議
員
と
し
て
８
年
、
計

20
年
の
こ
れ
ま
で
の
政
治
経
験
を
生
か
し
、国
・
県
と
の
連
携
、近
隣
市
と
の
広
域
連
携
、

民
間
企
業
な
ど
と
の
公
民
連
携
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
法
を
用
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解

決
の
た
め
微
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

昨
年
９
月
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
於
き
ま
し
て
、
皆
様
の
御
支
援
を
頂
き
、
無

事
２
期
目
の
当
選
を
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
そ

し
て
常
に
我
が
事
と
考
え
必
要
な
政
策
を
推
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

皆
様
の
身
近
な
議
員
と
し
て
、
地
域
に
根
付
い
た
活
動
を
着
実
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
そ
の
中
で
、
市
民
の
皆
様
の
声
、
そ
し
て
願
い
を
市
政
へ
と
届

け
る
為
に
あ
ら
ゆ
る
発
言
機
会
を
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
座
間
を
目
指
し
活
動
致
し
ま
す
。
子
ど
も

会
会
長
や
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
福
祉
施
設
理
事
長
の
経
験
を
生
か
し
、
皆
さ

ん
と
一
緒
に
前
に
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
９
月
に
行
わ
れ
た
座
間
市
議
会
議
員
選
挙
に
於
い
て
５
期
目
の
当
選
を
果
た
す

事
が
出
来
ま
し
た
。
今
期
は
８
名
の
議
員
で
構
成
す
る
最
大
会
派
『
自
民
党
・
い
さ
ま
』

の
団
長
に
就
任
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

　

ま
た
令
和
２
年
10
月
16
日
に
開
会
し
た
第
１
回
臨
時
会
で
全
議
員
の
ご
推
挙
に
よ
り

座
間
市
監
査
委
員
に
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
の
選
挙
で
は
、
新
た
な
市
長
が
就
任

し
役
所
内
部
も
混
沌
と
し
て
い
る
状
況
で
も
あ
り
ま
す
が
、
真
摯
に
受
け
止
め
二
元
代

表
制
の
本
来
の
在
り
方
に
立
ち
帰
り
、
会
派
『
自
民
党
・
い
さ
ま
』
の
議
員
一
同
全
力

で
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
激
励
の
ほ
ど
宜
し
く
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
９
月
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
市
民
皆
様
か
ら
の
３
期
目
の
ご
支

援
を
賜
り
、
ま
た
初
議
会
で
は
、
座
間
市
議
会
議
長
の
職
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
二

元
代
表
制
の
一
端
を
担
う
議
会
の
代
表
と
し
て
、
本
来
あ
る
べ
き
議
会
の
姿
を
取
り
戻

し
、
行
政
運
営
に
対
す
る
監
視
機
能
の
向
上
、
並
び
に
議
決
機
関
と
し
て
の
使
命
と
職

責
を
し
っ
か
り
と
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。
行
政
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
市

民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
の
実
現
の
た
め
に
議
会
の
活
性
化

と
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

吉田　義人
☎ 258‐0965

・
座
間
市
議
会
議
長

・
高
座
清
掃
施
設
組
合
議
会
議
長

・
広
域
大
和
斎
場
組
合
議
会
副
議
長

・
全
国
市
議
会
議
長
会
評
議
員

京免　康彦
☎ 090-8855-7371

・
自
民
党
・
い
さ
ま
団
長

・
座
間
市
監
査
委
員
　

・
都
市
環
境
常
任
委
員
会
委
員

・
議
会
運
営
委
員
会
委
員

荻原　健司
☎ 090-8942-8753

・
自
民
党
・
い
さ
ま
幹
事
長

・
企
画
総
務
常
任
委
員
会
委
員

・
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長

・
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
検
討
委
員
会
委
員

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
さ
ら
に
は
感
染
症
対
策
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
市
発
展
の
た
め
に
誠
意
を
持
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。
よ
り
一
層
の
ご
支

援
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

竹田　陽介
☎ 252‐2036

・
民
生
教
育
常
任
委
員
会
委
員
長

・
相
模
原
二
ツ
塚
線
水
窪
座
間
線
建

設
促
進
協
議
会
委
員

　

２
期
目
も
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
市
民
目
線
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
現
場
主
義
に
徹
し
、
市
民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

し
や
す
い
座
間
市
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

熊切　和人
☎ 090-3108-8176

・
企
画
総
務
常
任
委
員
会
委
員

・
議
会
報
告
会
開
催
委
員
会
委
員

・
高
座
清
掃
施
設
組
合
議
会
議
員

（荻原　健司）
１. 市長の政治姿勢について 
２. 一般職地方公務員の政治的行為の制限について 
３. ざまみずを活用した取組について
（竹田　陽介）　
１　行政のデジタル化について 
２　都市計画道路広野大塚線について
３　学校給食費の公会計化等について

★ ３ 月 定 例 会 一 般 質 問 ★
（髙波　貴志）　　
１　コロナ禍における市内経済について
２　キャンプ座間との関係について
３　渋滞対策について 
（内藤　幸男）　　　
１　座間市住宅リフォーム補助金について 
２　コミュニティ・スクールについて
３　農を活用したまちづくりについて

（清水　剛）　　
１　障がい者福祉の充実について
（熊切　和人）
１　「女性市長と座間の未来を創る会」と市長公約や所信表明について 
２　座間駅前の再整備と小田急電鉄株式会社との今後の連携について
３　西中学校の屋内トイレの改修について 
４　都市計画道路座間南林間線について

市長のみだけではなく、座間警察署や厚木土木事務所東部
センターにも要望書を持参し、迅速な対応を求めました。


